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I. 事業の背景と目的 

1. ダバオ市の社会経済状況 
ダバオ市はフィリピン・ミンダナオ島の最大の都市である。総面積2,443.61 km2 （943.48 平方マ

イル）のフィリピン最大の都市とされる。人口はミンダナオ島で最大の1,632,991人、人口増加率は

年率2.305、人口密度は1ヘクタール当たり7人である。2023年の人口は、1,971,499人と推計され

ている。市には3つの下院選挙区があり、さらに11行政区に分かれており、バランガイ数は182であ

る。 
 

表１ ダバオ市の概要 

総人口 (2015年) 1,632,991 

陸地面積 (ヘクタール) 244,000 

人口密度(ヘクタール当たり) 7 persons 

人口増加率 2.30% 

バランガイ／村落数 182 

内国歳入割当金（IRA）シェア 3,330,085,561 

内国歳入割当（IRA）依存率 53.97% 

自治体総収入額 7,307,595,301.66 

市民１人当たりの自治体の平均歳入額 4,474.97 

生態系の型 分水嶺型 

経済 第１級 

出典：ダバオ市社会経済指標  

 
地理 

ダバオ市はマニラの南東にあり、陸路での距離は588マイル（946 km）、海路では971 km（524 
海里）である。ミンダナオ島の南東部に位置し、北西側にダバオ湾、対岸にサマール島がある。ダバ

オ市はミンダナオ島の南東部、北緯6°58′から7°34′、東経125°14′から125°40′に位置する。 北で

ダバオ州に接し、東の境界はダバオ州とダバオ湾、南はダバオ・デル・スル、西はノース・コタバトと

接している。1 

                                                      
1  ダバオ市総合土地利用計画 
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ダバオ市は 3 つの下院選挙区を有し、それらが 182 のバランガイに分かれている。３選挙区には

11 の行政区がある（地図を参照）。 

図１ ダバオ市地図および行政区 

 
地形 

ダバオ市の陸地面積2,443.61 平方キロメートル （943.48平方マイル）のうち、西部（マリログ地

区）は丘陵地で南東の海岸に向かって低くなっている。市の南西部の端にはフィリピン最高峰のア

ポ山がある。市の主要な河川はダバオ川である。流域面積1,700 km2 （660 平方マイル）以上、総

延長160 km （99マイル）はブキドノンのサン・フェルナンドの町に端を発し、河口はタロモ地区のバラ

ンガイのブカナにある。 
 
気候 

ダバオは熱帯雨林気候で、年間を通じて気温の変化はほとんどない。気候は完全な赤道帯型で

はなく亜赤道帯型で、サイクロンに見舞われることは稀である。月平均気温は常に26℃（78.8°F）以

上、月平均降水量は77ミリメートル（3.03インチ）である。 
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経済 
ダバオ市はミンダナオの貿易・商業・産業の拠点として機能し、ダバオ地方の中心地である。ダバ

オ市は15年以上の間、年平均成長率2.53パーセントを記録してきた。メトロマニラ以外の地域での

最大経済地区として、同市はフィリピン南部最大の地域経済を支えている。 
 
商業、貿易、産業 2 

経済の最大セクターは農業で、バナナ、パイナップル、コーヒー、ココナツの栽培が行われてい

る。マンゴー、ザボン、バナナ、ココナツ製品、パイナップル、パパイヤ、マンゴスチン、カカオ等の果

物の輸出において島で中心的な役割を果たしている。2016年の穀物、果物、根菜、野菜の農工業

面積は約74,158 ヘクタール、総生産量は630,000トンであった。 
家畜および水牛の生産量は2016年で74,570頭と推計されている。家畜総生産量のうち豚の生

産は53.78% (222,341頭) 、山羊11.26% (46,553頭)、家禽類6, 293,775羽である。 
ダバオ市の水産養殖生産は2016年で617,020トン、その内訳は、内水漁業908.79トン、養魚池

227,418.92トン、深海漁業388,597.95トンである。 
チョコレート産業が新たに発展してきている。マラゴス・アグリベンチャーズ社の開発したマラゴスチ

ョコレートは今やフィリピンを代表する手作りチョコレートとして世界に認められている。一方、シードコ

ア・エンタープライズ社はバリー・カレボー社にカカオを輸出する国内随一の企業である。ロレンツォ・

グループ、アンフロ・グループ、AMSグループ、サランガニ・アグリカルチュラル社、ヴィズカヤ・プラン

テーション社等の地元企業はダバオ市に経営拠点と本社を置いている。ドール社、スミフル／住

友、デルモンテ社のような多国籍企業は市内に地域本部を構えている。 
2016年のダバオ市の事業者登録件数は36,254件、株式資本は2兆273億9530万819.52フィリ

ピン・ペソであった。大企業からの投資が大部分（77.83%）を占める一方、雇用件数122,389 
（64.77%）の大半は零細事業者によるものであった。3 

2016年に登録された事業分野数は

60,759 だが、各事業者が扱う事業分野

はこれを上回る可能性がある。小売業は

事 業 分 野 数 の 42.11% 、 サ ー ビ ス 業

18%、卸売業9.66%、レストラン・カフェテ

リア・軽食パーラー等の食品取扱業

6.5%である。また、宅配サービス業の増

加が顕著で5.31%と報告されている。4 

 

 

図2 2016年度登録事業者数 

                                                      
2 ダバオ市総合土地利用計画 (CLUP) 2019 
3 ダバオ市ビジネス局 
4 同上 
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表２ 2015年度事業種類別の事業者数・資本額・雇用者数 

出典：ダバオ市ビジネス局・市長室 

 
 
2. フィリピン政府の気候変動関連の法令 

フィリピンでは、気候変動法（共和国法第9729号、2009年）により、全ての自治体が気候変動行

動計画（LCCAP: Local Climate Change Action Plan。以下、LCCAP）を策定することを求めてい

る。同法は、特に、適応策に関する計画の策定を求めているが、パリ協定の下でフィリピンが提出し

た約束草案（INDC）では、「2000～2030年のBAUシナリオと相対的に2030年までに70％排出削

減を実施する」5ことを目標に掲げていることから、緩和策を推進することも重視されている。 
また、フィリピン政府は、持続可能な開発目標（SDGs）を推進する一環で、自発的国別レビュー

（VNR）をこれまでに2016年と2019年に2回公表している。2019年のVNRでも、気候変動対策（目

標13）として以下の2つを設け、推進している。 
 ターゲット13.1 気候関連のハザードと自然災害に対する回復力と適応能力を強化する 
 ターゲット13.2 気候変動対策を国の政策、戦略、計画に統合する 
フィリピン気候変動委員会（CCC）が公開しているLCCAPの策定ガイドラインでは、緩和策も含める

ことも推奨されている。CCCはさらに、緩和策の基礎情報として必要となるGHGインベントリの作成マ

ニュアルも公開し、要請に応じて自治体向けのトレーニングワークショップを開催する等、国内でも

緩和策を含めたLCCAP策定支援が進められている。 
 
 

3. ダバオ市と北九州市の協力関係 
北九州市とダバオ市の都市間協力は、北橋健治市長とサラ・ドゥテルテ市長の間で交わされた、

「戦略的パートナーシップ協定」（2016年11月15日に締結）と「環境姉妹都市提携に関する覚書」

（2017年11月28日に締結）の下で推進されてきた。特に、廃棄物管理分野において、環境省や

JICAの事業を展開してきている。 
 
廃棄物管理分野における北九州市及び関連機関によるダバオ市への支援実績の例 

• 「フィリピン国・ダバオ市での廃棄物発電事業にかかる準備調査・事業化検討」 

                                                      
5 フィリピン政府は INDC の再検討を行っており、2019 年 2 月現在も国別貢献（NDC）は明らかにされていない。 
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環境省我が国循環産業の戦略的国際展開による海外でのCO2削減支援事業（2017年度） 
• 「フィリピン共和国ダバオ市における廃棄物管理能力向上支援プロジェクト」 

JICA草の根協力事業（2017年度～2019年度）   
• 「ダバオ市廃棄物利用発電技術普及促進事業」 

JICA 開発途上国の社会・経済開発のための民間技術普及促進事業（2014年度）        
 
2017 年に新たに締結した覚書の下で、両市は、「低炭素社会づくり」等にも協力分野を拡大するこ

ととした。両市はこれまでの事業を通じて、北九州市と特にダバオ市幹部との間で信頼関係を構築し

ていることから、ダバオ市の幹部を窓口にして、効率的な業務の実施が可能となっている。 
 
4. 都市間連携事業の目的 

フィリピン国の気候変動政策、ならびにダバオ市の成長著しい社会経済状況を踏まえ、これから

持続可能な成長を遂げるには、行政として気候変動行動計画（LCCAP）を策定し、民間企業とも連

携して具体的な案件実施による低炭素化を推進していくことが必要不可欠である。ダバオ市と北九

州市間の都市間連携の枠組みで「低炭素社会づくり」も協力分野に位置付けたことを踏まえ、「北

九州チーム」（北九州市、IGES、民間企業）として、低炭素都市づくりのノウハウも移転しながら、官

民連携で、JCMの活動も視野に入れながら、ダバオ市の低炭素な発展に資する協力及び調査を

行うことにした。 
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II. 案件形成可能性調査の目的と実施体制 
 

1. 事業の概要 

本事業は、北九州市－ダバオ市の都市間連携事業の下、ダバオ市側の要請に基づき、LCCAP

の作成支援を行うと共に、本行動計画に具体的な緩和策を位置づけ、その緩和策の実施のため

の財源の一つとしてJCM設備補助事業の活用について検討するものである。具体的な支援項目は

下記の通りである。各項目について、下に詳述する。 

1) ダバオ市が進める LCCAP の策定支援 

- GHG インベントリ（GHGI）の作成支援 

- 緩和策の検討支援 

- 適応策の検討支援 

2) ダバオ市内におけるエネルギー分野の低炭素化事業の実施可能性 

3) ダバオ市が進める廃棄物発電事業の JCM 設備補助事業の適用可能性の検討 

 
1) ダバオ市気候変動行動計画の策定支援 

ダバオ市は2013年にUNHABITATの支援を受けて適応策を中心としたLCCAPを策定している。

しかし、緩和策や、LCCAP作成のための体制整備については未着手の状況であった。このため、昨

年度（2018年度）来、本事業では、ダバオ市側の要請を受けて、実施体制の構築支援も含め、

GHGインベントリと緩和策の検討も含めたLCCAPの作成支援を行ってきた。支援に際しては、フィリ

ピン国の政策や現地の状況を十分に踏まえたものとするために、フィリピンCCCが公開している

LCCAP作成マニュアルや、フィリピンの地方自治体に向けてCCCとUSAIDが共同で作成したGHGイ

ンベントリマニュアルを参考にすることにした。昨年度は、GHGインベントリの作成に向けてマニュア

ルを参照しながら、データ収集を開始し、2018年12月には市長令でLCCAP策定のための作業部

会（TWG）チームが組成された。さらに、訪日研修（2018年11月6～8日）の機会を活用して、北九

州市の、「北九州市地球温暖化対策実行計画・環境モデル都市行動計画～北九州ニューグリー

ンフロンティアプラン～」の作成経験を基に、北九州市側から市域内のGHG排出量の算定（GHGイ

ンベントリの作成）、緩和策の実施計画策定、実施、GHG削減効果の評価、ステークホルダーや庁

内調整に係る知見を共有することで、ダバオ市職員5名のLCCAP作成能力向上も促した。当該支

援は、IGESと北九州市を中心としながらも、アテネオ・デ・ダバオ大学とも連携して実施してきた。当

該支援を行う際に特に注意した点として、IGES及び北九州市がデータや計画を作ってダバオ市側

に渡すのではなく、ダバオ市側が自らの手で持続可能な実施体制を整えて、実施可能な施策を行

えるようにするために、適切な情報提供や専門家との取次ぎは行うものの、できる限り自発的な行

動を促す方向に持っていくこととした。 
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今年度は、昨年度の進捗状況及び活動期間を踏まえ、１）GHGインベントリの最終化、２）緩和

策のロングリストの作成、をアウトプットとすることを目標に据えて、ダバオ市計画開発局（CPDO）

TWGチームと連携して活動を展開した。 

 
2) ダバオ市内におけるエネルギー分野の低炭素化事業の実施可能性 

3) ダバオ市が進める廃棄物発電事業の JCM 設備補助事業の適用可能性の検討 

本年度は昨年度に引き続き、下記2件の事業についてJCM設備補助事業への応募可能性を調

査することとした。詳細はセクションIIIに記載する。 

・街灯の発行ダイオード（LED）化事業 

・廃棄物発電事業（発電機、ボイラー、変圧設備など）  

 

2. 実施体制 

本事業は、北九州市とダバオ市の都市間連携の下、IGESが調査実施主体として北九州市と共

に調査を統括する形で行った。LCCAPの作成支援では、IGESとアテネオ・デ・ダバオ大学が連携し

てダバオ市を支援した。JCM設備補助事業に関する検討は、日鉄エンジニアリング㈱をはじめ、株

式会社ドーワテクノス、株式会社JOIN PLANNINGと連携して調査を行った。 

 

図3 実施体制図 
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北九州市－ダバオ市間の都市間連携事業

ダバオ市における気候変動行動計画策定支援等による低炭素社会推進事業

北九州市
ダバオ市

（公財）地球環境戦略
研究機関（IGES）

アテネオ・デ・ダバオ大学

『環境姉妹都市提携に関する覚書』の締結
（2017年11月28日）

「低炭素社会づくり」などに協力分野の拡大・深化を目指す

協力

協力

『ダバオ市気候変動行動計画（LCCAP）』の作成支援
 GHGインベントリ作成支援（IGES）
 緩和策の検討支援（北九州市、IGES）
 適応策の検討支援（アテネオ・デ･ダバオ大学）

『再エネシステム導入（JCM設備補助事業） 』に関する検討
 廃棄物発電（WtE）事業 （新日鉄エンジニアリング株式会社）
 その他、低炭素化事業（再エネ、省エネ等設備）の実施可能性
 事業化に向けた関係機関との調整、技術検討、CO2排出削減量評価など
 JCM設備補助申請の準備支援

実施事業者

具体的な緩和策の実施

• ダバオ市副助役
• 環境天然資源局（CENRO）

C/P
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III. 案件形成可能性調査結果 
 

1. 活動１：ダバオ市気候変動行動計画の策定支援 

①作業部会メンバーとの会合（2019 年 11 月 21 日、ダバオ市庁舎） 

2018年5月15日のキックオフ会合を皮切りに、LCCAP策定支援の一環で、GHGインベントリ策定

支援および緩和策の検討支援を行ってきた。2018年12月にはダバオ市でLCCAP技術作業部会

（TWG）が市長令の下で発足した。2019年2月の都市間連携事業の最終報告会で、ダバオ市の関

係者と、フィリピンの地方自治体のLCCAP策定支援を進める担当であるフィリピン気候変動委員会

の職員を引き合わせていたところ、都市間連携事業の活動が無かった期間（2019年3月～9月）に

も、ダバオ市のイニシアチブで気候変動委員会の職員をダバオ市に招聘し、ワークショップを開催す

る等してGHGインベントリの作成作業を進めていた。 

今年度の都市間連携事業が開始されてから、11月下旬にダバオ市を訪問した。その際、TWGメ

ンバーと協議した上で、今年度の活動及び想定するアウトプットについては、昨年度の進捗状況及

び活動期間を踏まえ、LCCAPのコンポネントである、１）GHGインベントリレポート、２）緩和策のロング

リストとすることで合意形成を行った（参考資料１参照）。打合せの席でダバオ市側から、ダバオ市

のGHGインベントリの暫定値および想定される緩和策、脆弱性評価および想定される適応策の更

新版が共有された。その時点ですでに2017年GHGインベントリの基礎データとして収集されたデー

タはすでに計算シートに反映されており、完成形に近いものになっていた。IGESからは、品質管理

（Quality control, QC）の一環で、計算シートの確認を行うことを提案したが、確認作業を依頼する

ならば、所管省庁であり、ワークショップで指導してくれた気候変動委員会に依頼する方が好ましい

との理由から、確認作業は国内で完結する方向で進められることとなった。 

他方、緩和策の一覧に関しては、気候変動の緩和策に限らず、どちらかと言えば適応策に近い

災害対策の緩和策も含まれていたことから、何をもって緩和策と呼ぶのか、用語の確認を関係者

間で行う必要性が感じられた。これについては、年明けに行われるステークホルダー会合で広く周

知することにした。 



9 

  

図4 技術作業部会のメンバー  図5 LCCAP作成関係者間の協議 

同会議中には、年明け2020年1月に東京都内で開催予定の都市間連携セミナーに関する情報

も共有し、その場でLCCAPの進捗を報告することも確認した。なお、同セミナーには、セバスチャン・

ドゥテルテ副市長およびメルチョア・キタイン市議といったハイレベルの参加者が予定されていた。 

 

②ステークホルダーワークショップ（2020年1月30-31日、マラヤン・カレッジ・ミンダナオ（MCM）） 

2020年1月に2日間のステークホルダーワークショップが、ダバオ市計画開発局（Davao City 

Planning and Development Office（CPDO））、IGES、MCMの共催で開催された。ダバオ市で行

政計画を策定する際の最初のステップとして、ステークホルダーワークショップを開催するのは通例

のことである。同ワークショップは、LCCAPの策定・実施において連携することが想定される市の関

連部局やNGO、企業らを集めて、現在の状況を説明し、どのようなことを行っていくべきかについて

広く意見を募る機会となった。 

冒頭、同ワークショップをホストしたMCMのドジー副学長から歓迎の挨拶があった。それに続き、

フィリピン気候変動委員会のレイチェル委員長から、気候変動に関する国内の状況が報告された。

都市間連携の枠組みで支援を行っている北九州チームのメンバーとして、赤木リサーチ・マネージ

ャーからは日本および北九州市の気候変動対策について、林プログラム・ディレクターからは、ダバ

オ市で目下行われている街灯のLED化に関する調査案件の紹介が行われた。これまでTWGメンバ

ーを相手に協議を行ってきたが、幅広いステークホルダーに対して、北九州市の取組を発信できる

良 い 機 会 と な っ た 。現 地 で 環 境 行 政 の 実 施 に 関 与 し て い る NGO で あ る IDIS （ Interface 

Development Interventions (IDIS) Inc.）からは、環境保護団体としてLCCAPのコンテクストで何が

できるかの提案、ならびにLCCAPの策定に関する法的根拠および持続可能な開発目標（SDGs）の

推進の観点も含めて情報共有がなされた。さらに、ダバオ市の現状として、脆弱性評価および適応

策に関する情報がMCMのジャーナリン助教授から、GHG排出状況に関する情報がアテネオ・デ・

ダバオ大学のドリス教授から共有された（参考資料２～4参照）。 
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図6 ワークショップの発表者 図7 ワークショップの様子 

 

これらの情報を踏まえ、ステークホルダーは、7班（下記）に分かれ、各グループで考えられる気

候変動行動について意見交換を行った。7班は、フィリピンのLCCAP策定マニュアルに示されるセク

ターに準拠したものである。各班には8～10名程度が参加した。 

 

＜グループワークを行う 7 班＞ 

1) 食料安全保障  Food security 

2) 水の充足   Water sufficiency 

3) 生態学的および環境的安定 Ecological and environmental stability 

4) 人間の安全保障  Human secutiry 

5) 気候に優しい産業とサービス Climate-smart industris and services 

6) 持続可能なエネルギー Sustainable energy 

7) 知識と能力開発  Knowledge and capacity development 

 

意見交換を進めるためにも、冒頭、次のようなガイディング・クエスチョンが与えられた。 

 

＜ガイディング・クエスチョン＞ 

1. 気候変動（適応と緩和）および災害リスク削減管理（DRRM）に対処するために、これまでに

行った、または現在行っているイニシアチブ/計画/政策は何か。担当しているのは誰か。 

What initiatives/plan/policies do we have or are doing now that address climate 

change (adaptation and mitigation) & DRRM? Who are in-charge of those? 

2. 今日共有された情報を踏まえ、気候変動対策として今やらなければならないことは何か。 

Based on what we learned from the inputs today, what are the things tat must be done 

now to address climate change? 
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3. 次の方法で初期計画を完了しましょう。 

Let’s complete our initial plan by: 

a) 行動を主導する人の名前またはオフィス/部署に入力する。 

Putting in names or Office/Dept. who would lead the action; 

b) あなた又はあなたの部署が達成できることが何か、あるいは何を行わなければならないか

を示す。 

What can you or your office can commit to achieve or do the things that must be 

done. 

 

約3時間のグループワークに続いて、各班の代表者から結果が発表された。基本的には各部局

およびNGOらがすでに行っている活動を主として、LCCAP推進の観点からも各取組を推進していく

重要性が説明された。 

この時点では、幅広い意見を募っていることから、市がLCCAPに位置付けていくかどうかについて

は、今後、CPDOがイニシアチブを取って専門家と協議し、絞り込みを行っていく考えが示された。 

最後にCPDOから発表者に対して感謝状が贈られるとともに、全ての参加者に対して修了証が授

与された。これから2020年6月までにLCCAPの完成を目指すとの考えが共有され、ワークショップを

閉会した。 

  

図8 グループワークの様子 図9 グループワークの結果報告  
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③LCCAP 策定支援の成果物 

昨年度から取り組んできたGHGインベントリレポートおよびステークホルダー会合で集約された緩

和策のリストの2点を、今年度のLCCAP策定支援の成果物として整理した（参考資料5、6参照）。 

 

GHG インベントリの概要 

ダバオ市の推計によれば、2017年のダバオ市のGHG排出量は約470万トンであった。最大の排

出源は工業プロセスであり、総排出量の6割を占めた。それに続き、交通からの排出量が約3割、家

庭における燃料の燃焼からの排出量が約1割を占めた。工業プロセスのデータソースはセメント企業

によるものであるが、その他の分野も含めてデータの完全性には疑問が残り、また、必ずしも2017年

のデータを使用せず、他の都市のデータをやむを得ず代替して使用しているところもあることから、

将来的な改善点として、データの完全性を高めることが挙げられる。なお、これ以外にも、ダバオ市

のGHGインベントリ策定における課題としては、次のことが挙げられている。計算作業のコーチングに

ついては将来的な支援が期待されているところである。 

 

＜ダバオ市の GHG インベントリの課題＞ 

1. データのフィルタリング：事業者の特定の業務に関する数値については、GHGインベントリで

求められるカテゴリーに分類されていないものがあった。そのためTWGチームは可能な限り、

公表されている参考ベースラインを用いてデータの抽出を行った。今後、GHGインベントリの

プロセスと次回の報告に活用できるよう、市のビジネス局と協力し、より正確なデータ分類を

入手する必要がある。 

2. 大半の事業者が情報開示に難色を示すため、商工業プロセスの総生産額のデータの獲得

が難しい。電力消費量については、市のエネルギー局と連携して、より意味のあるデータとし

て細分化された情報を得る必要がある。   

3. TWGチームの能力向上を強化し、ツールの習得、特に定量化プロセスとパラメータおよびカ

テゴリーごとの不確実性の算出の習得が求められる。習得途上の課題の一つとして、GHG

インベントリユーザーズマニュアルに記載されていない情報の解釈に困難が伴うことがあっ

た。チームがより効果的に役割を果たせるよう、より一層の指導教育が必要である。  

4. 他の行政機関との協力と連携：次回の報告において、固形廃棄物および廃水処理・排出に

関するGHG排出量の定量化については、ダバオ市TWGチームの担当部分で準備を強化

する必要がある。GHG 排出量アカウンティングに必須の情報を確保するには、ベースライn

ンとデータ収集をさらに包括的に行うことが必要である。この作業に関しては、TWGチームに

は市の環境管理局の支援と指導および連携が必要であろう。 
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なお、今回のGHGインベントリレポートを作成するにあたっては、ダバオ市の2017年GHGインベン

トリに使用した方法論およびデータ、データソース等を記載する形式を取った。GHGインベントリは継

続的に更新することで改善が進むものであり、その際には前回どのようにデータベースを構築したの

かアーカイブ情報が重要である。ダバオ市のGHGインベントリの今後の改善に繋がる一助となること

を期待する。 

 

緩和策の概要 

ダバオ市の緩和策には、グループの分け方もあり、幅広い取組内容が包含されている。特に「水

の充足」の班で項目が多くなっているが、参加したNGOのうちIDISの存在感が際立ったことに起因し

ている。今後、JCMの適用も考えられそうな案件としては、次のようなものが見られた。 

表3 JCMの適用が考えられる緩和策 

食料安全保障 
再エネ資源の活用/Go for renewal 
energy sources 

風力や太陽光を利用したポンプや灌漑

システムの検討/ Explore windmill, 
solar powered pump and irrigation 
system 

関連する SDGs： 
13, 7, 11 

バイオエネルギー/Bio energy Process livestock/poultry waste into 
organic fertiliser; Biogas technology 

関連する SDGs： 
2, 7, 11, 15 

CLIMATE-SMART INDUSTRIES AND SERVICES 
グリーンビルディングコード/ Amend 
Green Building Code 

グリーンハウスの建築/ Build Green 
Houses 

関連する SDGs： 
2, 11, 13 

バランガイレベルの全てでリサイクル資

材の使用を義務付け/ Mandatory 
Materials Recycling Facility for all 
Barangay Local Government Units 

商業施設、施設・学校、役所/ 
Commercial establishments, 
institutions/schools, subdivisions 

関連する SDGs：
11 

SUSTAINABLE ENERGY 
遠隔地および森林における小水力発

電/ Mini Hydropower supply for 
off-grid and forested areas 

関連部局と研究を実施/ Conduct 
studies in collaboration with 
agencies 

関連する SDGs： 
13, 11, 7 

車両の転換：他の燃料利用/ Vehicle 
conversion: use of alternative fuels 

行政主体と研究を実施/ Conduct 
studies with government agencies 

関連する SDGs： 
13 

バイオディーゼル燃料に格上げ/ 
Upgrade to biodiesel fuels 

実現可能性調査を実施/ Conduct 
Feasibility Studies 

関連する SDGs： 
11, 13, 7 

ユーロ IV 燃料の推進/ Promote Euro 
IV Fuels 

液体燃料の節約に関する情報教育コミ

ュニケーションキャンペーン/ 
Information Education 
Communication Campaigns on 
Liquid fuels conservation 

関連する SDGs：
13 
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ここで挙げられた取組も含め、リスト化された緩和策はLCCAPに実際に位置付けられるかどうかは

現時点では不明であり、さらに、イニシャルアイデアの域を出ていないため、LCCAPが完成された時

点で、改めて、北九州チームとして、LCCAPに位置付けられた緩和策について支援できることがあ

るかについては確認することとなるだろう。 

なお、緩和策の一覧にするにあたり、ステークホルダーワークショップで集約された情報をリスト化

し、さらに、SDGsの番号との紐づけを行った。これにより、ダバオ市のSDGs推進の一助となるもので

ある。 

 

  

図10 GHGインベントリレポート 図11 緩和策のリスト 

 

④LCCAP 策定支援業務のまとめ 

ダバオ市で最初のLCCAPが完成するのは2020年6月頃になる見込みとされているが、都市間連

携の枠組みの下、計画策定および実施の基盤を整理することができ、LCCAPのコンポネントづくりに

も貢献することができた。当初に想定していた、都市間連携事業の下で調査する案件（廃棄物発

電事業やLED街灯化）をLCCAPにも位置付けるという作業は、政治的判断および民間企業が主体

的に進めるものという観点から、LCCAPに位置付けることは叶わなかったが、それ以外でダバオ市

の関心のある緩和策について、今後、JCMの案件となり得るものがあるかについては、意見交換を

続けていくことを考えている。 
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2. 活動２：ダバオ市内におけるエネルギー分野の低炭素化事業の実施可能性 
 ダバオ市は条例「ダバオ市管轄域内の街路灯設備としてLEDを設置するダバオ市自治体街路

灯効率プログラムを、ダバオ電灯電力会社（Davao Light and Power Company:以下、DLPC）が

遵守することを要求する条例（条例0409-18号2018年通番）」（以下、LED条例）で市の管轄域内

の街路灯すべてを高圧ナトリウム（HPS）灯からLED照明に変換することを定めている。 

 市内の約40,000本の街灯を5年間かけて全数LEDに更新する予定で、セントラルビジネス地区

（CBD）域内を中心にHPSからLEDへの変更は既に開始されている。今後3年間をかけて22，788本

の街灯をLED化する予定で、22,788本を対象にJCM設備補助事業化の検討を実施した。22,788

本の内訳は、下図の通り、それぞれ60W（10,008本）、80W（3,348本）、110W（7,632本）、212W

（1,800本）となっている。 

表4 ダバオ市にてLED化予定の街灯種類 

 

既存の街路灯の交換品として設置するLED街路照明の要件（最小限の仕様。LED条例から抜粋） 

a. 照明器具は、半導体技術（LED）をベースにした光源を利用することに特化して設計されてい

ればよい。他のタイプの光源用に設計された製品、LED 光源向けに適応させたかまたは改造

した製品は認めない。 

b. 光および制御装置コンパートメントの密閉性は、最低レベルで IP66 である。 

c. 破壊に対する耐衝撃性の最低レベルは IK08（10 段階評価で）とする。 

d. 照明性能の寿命は、焼き付け時間 10 万時間で L80B10 を最低限満たすこと（10 万時間で

80%のルーメンを維持したランプが 90%存在する）。これは、照明器具の光の出力の急速な

減衰を防止するため。 

e. 電気安全等級： クラス I、絶縁線を二重に配置 

f. 力率： ＞90、100%負荷で 

g. 使用時周囲温度（Ta）： 45℃以上 

h. 主電圧公差： 120V – 227V 
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i. 色温度 CCT： 3000k 

j. 演色評価数 CRI： ＞70 

k. ワット当たりのルーメン： 最低値 85 

l. 筐体は、ダイカストアルミニウム合金製で透明でフラットな強化ガラス保護付き（ポリカーボネイ

トやそれに類する材質は認めない）。 

m. サージ保護装置： 10kV 

n. 照明器具傾斜角システム： 最小で ＋5 ～ －10 度 

o. メーカー保証： 6 年以上 

p. IEC 苦情認証は次のものに付与が必要：IP、IK、フラグメンテーション、EMC、LM80 試験 

q. すべての測定作業は ISO17025 認証済みの試験設備で行う。 

r. CCTV セキュリティ監視設備で捉える物の外観が、これらの照明の使用によって妨害されたり

損なわれたりしてはならない。 

LED照明の設置に関する経費については、本条例によりDLPCがその経費を全額負担することと

なっており、今後ダバオ市がDLPCに支払う電気代に導入費用を上乗せする形で費用回収をするこ

とになっている（下図参照）。また、DLPCが実施する街灯のLED化事業については、フィリピン国エネ

ルギー規制委員会（ERC）の方で予算が承認されており（ERC CASE No.2018-123RC）、DLPC側で

事業予算が確保されている。 

したがって、JCM設備補助事業により、DLPCが支払うLED化に伴う初期投資分を削減すること

で、今後ダバオ市がDLPCに支払う電気料金が削減されることとなり、ダバオ市民へ広く裨益効果

が及ぶ事業となっている（下図参照）。 

図12 街灯のLED化事業スキーム 
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街灯のLED化事業に伴っては、昨年度からDLPC経営トップや技術部門と協議を進めてきてお

り、昨年度日本側から提案した製品の技術評価結果とともに、DLPC側が発注する技術仕様内容

について情報提供を受けている（参考資料７参照）。その技術仕様に基づいて、提案事業者（株式

会社ドーワテクノス、株式会社JOIN PLANNING）は一から製品設計をし直し、下記の製品サンプル

を作成してDLPC側に提出した。 

 

 

図13 提案事業者作成による製品サンプル 

本年度は、こららの新サンプル品の技術評価及び財務評価をDLPC側と協議するとともに、JCM

設備補助事業に向けた協議を行った。 

第一回現地調査（2019年12月10日）では、DLPC側から提案製品に関する技術評価報告があ

った（参考資料８参照）。DLPC側に提出しているサンプル品の中で、110Wのサンプル品にサージ

防護機器が付いていなかった点（これは、人為的ミスによる付け忘れが判明）、ポールとLED機器を

繋ぐジョイント部分についてサイズが異なっていたことが指摘された（既存のポールを使用することに

よりLEDとの接続部の直径を42mmに変更する点）が、それ以外の商品性能に関する部分について

全て基準を満たしており、高評価を得た。次回訪問時までに、ジョイント部分の器具を作り直すこと

で、技術評価については暫定的に終了したとみなされた。また、次回訪問時に、JCM設備補助額を

反映した見積り金額や、次年度設備補助申請のスケジュール・申請書類・条件等を確認するととも

に、DLPCによる入札スケジュールを協議することで合意した。 

2020年1月31日に第二回目のDLPCとの現地協議を開催した。冒頭、前回の技術評価報告時

に指摘されたジョイント部分の修正器具を日本側から提示した。次に、JCM設備補助事業の概要、

申請条件、スケジュール等を説明するとともに、公益財団法人地球環境センター（GEC）との事前

協議内容を踏まえた財務面に関する協議を行った（参考資料９参照）。協議内容に関する主な点

は下記の通り。 
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- 22,788 本を対象とした CO2 削減見込み量は、21,932.6 t-CO2 （法定耐用年数:10 年）  

（方法論：JCM_ID_AM018_ver01.0 を基に計算） 

- プロジェクト費用に対して、費用対効果の 4,000 円/t-CO2 を条件として設定する場合、約

9,000 万円の補助金（補助率：約 20%）が見込める。 

- JCM 設備補助事業の申請に当たっては、DLPC が本 LED 事業を一般競争入札にするのでは

なく、日本側代表事業者（株式会社ドーワテクノス）に対して、特定指名入札をすることが条件。 

- 3 年一括発注の際に、さらに値引きをすることを日本側から提示 

- その他、JCM 設備補助事業への申請に当たって、DLPC 側が発注時期を柔軟に設定すること

や、申請に当たって提出書類（投資回収年数及び内部収益率の計算過程・根拠の説明資料

（補助あり、なしの 2 通り）、共同事業者の経理状況説明書など）を DLPC 側から提供してもら

うことについて合意を得た。 

 

以上の協議結果を踏まえ、日本側から提示された金額や条件（特定指名入札による3年一括

発注）が可能か、DLPC側で社内協議をすることとなった。 

 

  

図14 第一回現地調査 図15 第二回現地調査 

 

第二回現地調査を前に、JCM設備補助事業の申請に当たって、公益財団法人地球環境センタ

ー（GEC）との事前協議を行った（2020年2月22日）。協議に当たっては、ヒアリングシート（参考資

料１０参照）を基に実施し、特に下記の点についての確認を行った。 

- LED 照明の法定耐用年数 

→法定耐用年数は 10 年を想定 

（根拠資料：『減価償却資産の耐用年数などに関する省令』の「別表第一機械及び装置以外

の有形減価償却資産の耐用年数表」の構築物、金属造のもの、つり橋、煙突、焼却炉、打込

み井戸、へい、街路灯及びガードレール） 
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- 共同事業者からの提出書類について 

→「投資回収年数及び内部収益率の計算過程・根拠の説明資料（補助あり、なしの 2 通り）」

については、補助金が無いと実施が難しいことを示す資料として必要。また、「共同事業者の

経理状況説明書」は、上場企業であれば株主に公開されている資料などが活用できる。 

- MRV モニタリングの実施内容 

→インドネシアの街路灯への LED 灯の導入プロジェクト（方法論 ID_AM018_ver01.0）が参照

できる。代表事業者は、モニタリングシートを記入して報告し、第三者機関による検証がある。

その後、代表事業者から発行申請を行う（クレジットの配分は予め決めておくが、日本政府に

50％以上という条件がある）。採択 1 年後に実施し、その後は複数年まとめて申請することも

できる。 

- 利益排除や補助率の考え方や、国際コンソーシアムの実施体制図上での補助金の流れにつ

いて 

→仕入原価に対する補助金付与という考え方。一方、国際コンソ内の日本の代表事業者か

ら共同事業者への売値については関与しない。そのため、必要なければ補助率や仕入れ原

価を共同事業者に情報開示する必要はない（共同事業者からの納品書は必要）。代表事業

者は、メーカーから得た見積書、発注書、契約書、送金証明書などを提出する必要がある。 

- 来年度の JCM 設備補助事業の公募スケジュール 

→現時点では、来年度も本年度と同様のスケジュールを想定している。 

JCM設備補助事業における事業実施体制案としては下図の通りとなる。代表事業者として株式

会社ドーワテクノス、設備メーカーとして株式会社ジョインプラニング（コンソーシアム外に位置）を選

定し、共同事業者はDavao Light and Power Company Co., Ltd.（DLPC）となっている。 

図 16 ダバオ市における街灯の LED 化プロジェクトの実施体制図案 
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街灯のLED化に伴うGHG削減効果については、カンボジアでのナトリウムランプからのLED照明へ

の転換プロジェクト（方法論No.KH_AM001）およびインドネシアの街路灯へのLED灯の導入プロジェ

クト（方法論ID_AM018_ver01.0）を参考とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：https://www.jcm.go.jp/kh-jp/methodologies/34 

 

 その他、GHG削減効果を算定する上で、下記の条件を設定した。 

• 今後 3 年間をかけて 22，788 本の街灯（60W：10,008 本、80W：3,348 本、110W：7,632

本、212W：1,800 本）を LED 化する予定。 

• フィリピン・ミンダナオ島の排出係数 0.286 tCO2/MWh を使用 

（出典：http://gec.jp/jcm/jp/kobo/h30/mp/jcmsbsd30_emission_factor0723.pdf） 

• 法定耐用年数は 10 年を想定 

𝑅𝑅𝑅𝑅𝑝𝑝 = �𝑃𝑃𝑖𝑖
𝑖𝑖

× �𝜼𝜼𝑃𝑃𝑃𝑃,𝑖𝑖 ÷ 𝜼𝜼𝑅𝑅𝑅𝑅� × 𝑃𝑃𝑃𝑃𝑖𝑖,𝑝𝑝 × 𝐸𝐸𝐸𝐸𝑔𝑔𝑔𝑔𝑔𝑔𝑔𝑔 × 10−6 

𝑃𝑃𝑃𝑃𝑝𝑝 = �𝑃𝑃𝑃𝑃𝑃𝑃𝑖𝑖,𝑝𝑝 × 𝐸𝐸𝐸𝐸𝑔𝑔𝑔𝑔𝑔𝑔𝑔𝑔
𝑖𝑖

 × 10−6 
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p
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p

 

https://www.jcm.go.jp/kh-jp/methodologies/34
https://www.jcm.go.jp/kh-jp/methodologies/34
https://www.jcm.go.jp/kh-jp/methodologies/34
http://gec.jp/jcm/jp/kobo/h30/mp/jcmsbsd30_emission_factor0723.pdf
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（『減価償却資産の耐用年数などに関する省令』の「別表第一機械及び装置以外の有形減

価償却資産の耐用年数表」の構築物、金属造のもの、つり橋、煙突、焼却炉、打込み井戸、

へい、街路灯及びガードレール） 

 

表5 街灯のLED化事業に伴うGHG削減効果の算定方法 

 

 
 

 

上記を基にした計算の結果、21,932.6 t-CO2e/年のGHG削減効果が見込まれることが分かっ

た。 

  

DHOWA TECHNOS
DLPC JOINT PLANNING 

HPS (W)
actula power
consumption incl.
ballest LED (W)

Number of units
to be replaced luminance

Number
of lights W/pcs

actual power
consumption
(W)

Luminaire
efficiency
(lm/W)

70 85 → 60 10,008                6165 1 45 41.5 137
150 171 → 80 3,348                  8220 1 60 57.8 137

→ 110 7,632                  10960 1 80 83 137
→ 210 1,800                  21920 1 160 157.9 137

22,788                

250 300

Wh Wh/day Wh/year

Total power
consumption
(Wh/year)

Project
Emission
(tCO2/year)

Reference
Emission
(tCO2/year)

GHG emission
reduction
(tCO2/year)

41.5 498 181,770    1,819,154,160   520.28           1174.8
57.8 693.6 253,164    847,593,072      242.41           547.4

83 996 363,540    2,774,537,280   793.52           1791.8
157.9 1894.8 691,602    654,372,000      187.15           422.6

1,490,076 1,743.36        3,937            2,193.26             
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3. 活動３：廃棄物発電事業の二国間クレジット制度設備補助事業の適用可能性調査 

ダバオ市の廃棄物発電事業については、フィリピン国内で第一号となる見込みであり、他都市へ

の展開のモデル事業となることが期待される。ダバオ市の廃棄物発電事業については、別途外務

省の方で無償資金協力事業として「ダバオ市エネルギー回収型廃棄物処理施設整備計画」の実

施が、調達代理機関を通じた調達代理方式で行われる。 

したがって、JCM設備補助事業の実施については単独での検討ではなく、上述の事業権付無償

事業との組み合わせの可能性を検討する必要がある。JCM設備補助事業の対象設備として燃焼

ガス冷却設備（ボイラなど、法定耐用年数15年）を想定したが、廃棄物発電事業の入札公告の手

続きなどが当初想定よりも遅れており、詳細な設備設計や見積りが作成できなかったため、本年度

は特にダバオ市の廃棄物発電事業の準備状況についての調査や実施支援を行った。 

 

ダバオ市の動向 

ダバオ市は廃棄物発電施設の建設予定地として、市内のバランガイBiao Escuelaにある私有地

9haの用地取得の手続きを進めてきており、議会承認手続きを経て、2019年10月に用地買収を完

了した（下図参照）。 

また、廃棄物発電事業の実施において、DENRから環境適合証明証（ECC）を申請・取得する必

要があるが、その際にWtE事業の実施を明記した「ダバオ市の廃棄物管理10年計画」を提出する

必要がある。この「ダバオ市の廃棄物管理10年計画」は、DENRにより2019年11月に承認された。 

 

図17 ダバオ市WtE施設の建設予定地 
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フィリピン国の動向 

2019年8月2日、ダバオ市とともにDENRのAntiporda次官を訪問し、WtE事業の概要について説

明するとともに、DENRが作成しているWtE事業に関する省令（DAO）について協議を行った。特に

ダイオキシンの排出基準値についての意見交換を行い、日本のダイオキシン排出基準値やその設

定方法、ダイオキシンインベントリに関する情報を提供した（参考資料11参照）。本協議における

DENRとダバオ市側の出席者は下記の通り。 

- DENR（Antiporda 次官、Nolan Francisco（廃棄物管理担当課長）, Delia Valdez（廃棄物管

理担当官）、DENR 地域事務所長、DOST（科学技術省） Esguerra 氏 等 

- ダバオ市：Domingo 氏（副助役）、Madrazo 氏（WtE 事業管理チーム副プロジェクトマネージ

ャー）、Gallo 氏（WtE 事業法務担当） 等 

2019年11月26日、DENRから廃棄物発電事業の実施に関する省令（DAO（No.2019-21））が

発行され、廃棄物発電事業の実施に関する細則が定められた（参考資料12参照）。本省令には、

ダイオキシンの排出基準値（0.1 ng-TEQ/NCM）が規定されている。 

また、同年12月9日、JICA技術協力チームとODA案件の調達代理機関チームと共にDENRを訪

問し、廃棄物発電施設からの焼却灰の処理基準について協議を行った。協議によって、最終処分

場での溶出基準を順守することが、既存の関連法令基準となることを確認し、排出基準については

現行法令では規定していないことを確認した。 

さらに、フィリピン議会Gatchalian上院議員の呼びかけにより、WtE法案に関する公聴会が開催さ

れた（2020年1月28日、2月11日）。ダバオ市、関連省庁など（NGO含む）が招聘され、現在のダバ

オ市廃棄物発電事業の進捗状況についてヒアリングがあるとともに、廃棄物発電事業を実施する

上でのフィリピン国内での課題などについて関係者からヒアリングが行われた。 

 

ODA 案件の FS 調査 

調達代理機関によるダバオ市廃棄物発電事業実施に関する実施可能性調査が行われた。調

査内容については、ダバオ市や財務省（DOF）をはじめとする関係機関と共有されており、最大の懸

念事項であった事業採算性について、実施機関であるダバオ市が、本事業のViability Gap分につ

いてDENRの補助金を申請し、事業性を確保する方針で合意された。 

 

WtE事業の実施体制図案は下図の通りである。日本側の民間事業者は日鉄エンジニアリング株

式会社を想定している。 
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図18 廃棄物発電（WtE）事業の実施体制図案 

  

WtE事業のJCM設備補助事業申請に向けた課題として、特に今後下記の項目について検討・

整理することが必要である。 

• ダバオ市による WtE 事業発注のタイミングと SPC 設立のタイミング 

ダバオ市によるWtE事業発注のタイミングがJCM設備補助事業の公募・採択決定のスケ

ジュールと合致しなければならないという懸念があったが、本年度から補助金の公募が通年

となったことから、本懸念事項が緩和された。 

ただし、JCM設備補助事業の仮採択後から設備補助の交付決定を受けるまでの3ヶ月の

期間内に、ダバオ市によるWtE事業の受注者（後掲のSPCを組成する企業）が決定するとと

もに、当該SPCから対象設備の発注がなされる必要がある。 

また、ダバオ市によるWtE事業の落札前にJCM設備補助事業に応募することになるが、仮

採択前の時点で受注が確実であることを明確にしなければならない。 

• 対象設備に関するエンジニアリング業務 

対象設備のエンジニアリング業務に関する費用は交付決定前の費用は補助対象とならな

いところ、交付決定までエンジニアリング業務を実施しないことは工程遅延につながるため、

一定の費用を補助事業の対象外とせざるを得なくなることから、WtE事業の発注のタイミング

との整理が必要である。 

 

廃棄物発電事業におけるMRV方法論については、ミャンマー国ヤンゴン市における廃棄物発電

事業がJCM設備補助事業として採択されていることから、その事業のMRV方法論を参照する。 

リファレンス排出量は、焼却処理される廃棄物の量とその組成、及び焼却発電設備から系統に

供給される電力量から算定する。埋立地（SWDS）からの排出量は一次減衰（FOD）モデルを使用

して算定する。系統電力からの排出量は、系統に供給された電力量に系統電力の排出係数を乗

じることにより算定する。 

プロジェクト排出量は、施設の稼動開始時に用いる化石燃料の燃焼に伴う排出量、化石燃料由
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来の廃棄物（プラスチック等）の燃焼に伴う排出量を算定する。更に、焼却ガス中に含まれるN2O

とCH4もプロジェクト排出量として算定する。 

 

モニタリングパラメータは下記のとおり。 

• 廃棄物発電施設へ投入する廃棄物の組成と量 

• 化石燃料消費量 

• 系統への供給電力 

 

排出削減量試算にあたり、現況から想定される条件は以下のとおりである。 

表6 排出削減量試験における想定条件 

項目 数値 

廃棄物発電施設 処理能力 600t/日 

年間稼働時間 7,440 時間（310 日間） 

年間発電量 87,048MWh  

年間売電量 74,688MWh 

系統電力の排出係数（ミンダナオ島の全電源平均） 0.163 t-CO2/MWh 

 

（１）リファレンス排出量（期間 p におけるリファレンス排出量[tCO2/p]） 

REp  = RECH4, SWDS, p ＋ REelec, p 

RECH4, SWDS, p 期間 p に SDWS おけるごみの分解からのリファレンス排出量 (tCO2/p) 

REelec, p 期間 p におけるグリッド電力からのリファレンス排出量 (tCO2/p) 

（２）プロジェクト排出量（期間 p におけるプロジェクト排出量[tCO2/p]） 

PEp  = PEFC, p ＋ PECOM_CO2, p ＋ PECOM_CH4N2O, p 

PEFC, p 期間 p の化石燃料消費からの CO2 排出量 (tCO2/p) 

PECOM_CO2, p 期間 p の化石燃料由来廃棄物の焼却による CO2 排出

量 

(tCO2/p) 

PECOM_CH4N2O, p 期間 p の焼却排ガス中に含まれる温室効果ガス排出量 (tCO2/p) 

 

（３）排出削減量 

 ERp = REp - PEp 
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IV. セミナーへの参加 

1. 都市間連携セミナーと北九州市への招聘 

2020年1月16日、17日に東京都で開催される都市間連携セミナーに合わせ、ダバオ市から北

九州市へセバスチャン・ドゥテルテ （Sebastian Zimmerman Duterte）副市長とメルチョア・キタイ

ン （Atty. J. Melchor B. Quitain）市議会議員を招聘した。 
セバスチャン・ドゥテルテ副市長は2019年5月の選挙でダバオ市副市長に初当選し、次期ダバオ

市長の最有力候補と目されており、現在もサラ・ドゥテルテ市長が市外での公務のため不在中には

臨時市長を務めている。また、キタイン市議は、現在、ダバオ市議会の議会運営委員長、立法委

員長を務め、ダバオ市議会ではリーダー格の有力市会議員である。キタイン市議は以前より北九州

市との連携事業に関心が高く、北九州市の廃棄物発電施設や省エネ設備の視察を希望していた

ことから、今回の招聘者に選定された。 
このハイレベルの2名を含むダバオ市からの招聘団が、2020年1月13日～15日に北九州市を訪

問し、パートナー都市の政策と施策を学び、そして関係者間での協議を行うことで、都市間のパート

ナーシップ強化を図ることを計画していた。特に、都市間連携事業の現況や廃棄物発電事業等に

関する理解を深めていただく予定であった（日程表、招聘予定者一覧については下図を参照）。 
しかし、1月12日にルソン島にあるタール火山が噴火したことでマニラのニノイ・アキノ国際空港

が、同日夕方から封鎖された。そのため、翌日13日のダバオからマニラ、マニラから福岡への航空

便が全てキャンセルとなり、またその後の航空便の運航状況が不透明な状況から、招聘団の安全

性が確保できないとの判断により、ダバオ市からの招聘団の来日は全てキャンセルとなった。（参考

資料13参照）。 
都市間連携セミナーでは、ダバオ市との連携事業について北九州市より発表を行った（参考資料

14 参照）。 
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表７ ダバオ招聘団行程予定表 

日時 行程 

1/13（月・祝） 

06:15-08:10 

09:45-14:15 

15:30 

17:00 

 

ダバオ→マニラ（PR1810） 

マニラ→福岡（PR426） 

福岡国際空港から北九州市へ移動 

リーガロイヤルホテル 着 

スケジュール等の事前説明 

1/14（火） 

09:00-10:00 

10:30-11:00 

11:30-12:45 

13:00-13:40 

14:00-15:00 

15:30-16:30 

18：30-20：30 

 

ダバオ市と北九州市の都市間連携事業の概要説明（リーガロイヤルホテル会議室） 

ごみ収集現場視察,（北九州市八幡西区桃園エリア） 

昼食 

本城かんびん資源化センター視察 

皇后崎清掃工場視察 

ひびき灘最終処分場視察 

歓迎夕食会（他アジア都市と合同） 

1/15（水） 

09:30-10:30 

11:00-11:30 

12:30-13:30 

13:45-14:15 

 

16:20-17:50 

 

環境ミュージアム視察（他アジア都市と合同） 

日鉄エンジニアリング戸畑技術センター訪問 

北九州市長との昼食会（北九州市主催） 

北九州市議会表敬訪問 

北九州空港へ移動 

北九州→羽田（SFJ86） 

品川プリンスホテル 着 

1/16（木） 

9:00-12:00 

12:00-14:00 

14:00-17:00 

 

都市間連携セミナー：非公開セミナー①（会場：品川プリンスホテル） 

昼食 

東京都内視察（環境関連施設） 

1/17（金） 

9:00-12:00 

12:00-14:00 

14:00-17:00 

 

都市間連携セミナー：非公開セミナー②（会場：国際館パミール） 

昼食 

都市間連携セミナー：公開セミナー 

1/18（土） 

 

15:20-19:30 

22:15-00:05+1 

ホテルチェックアウト 

羽田国際空港へ移動 

羽田→マニラ（PR421） 

マニラ→ダバオ（PR2825） 
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表８ 招聘予定者 

  Name（名前） Organization（所属組織） Position（役職） 備考 
1 Mr. Sebastian Zimmerman 

Duterte 
セバスチャン・ジマーマン・ドゥテルテ 

Davao City Government 
ダバオ市政府 

Vice Mayor 
副市長 

 

2 Mr. J. Melchor JR. Bumpus Quitain 
J.メルチョア・Jr. ブンパス・キタイン 

City Councilor of Davao 
ダバオ市議会 

City councilor 
市議 

 

3 Ms. Diana Ann Welborn Quitain 
ダイアナ・アン・ウェルボーン・キタイン 

Office of Atty. Quitain, 
City Councilor of Davao 
キタイン市議事務所 

Chief of Staff 
室長 

自費参加

予定 

4 Mr. Vince Jul O. Malicay 
ヴィンス・ジュル・O. マリカイ 

Office of Vice Mayor of 
Davao 
ダバオ副市長室 

Executive 
Assistant of 
Vice Mayor 
Duterte 
ダバオ副市長 
エグゼクティブ 
アシスタント 

自費参加

予定 
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添付資料 

参考資料 1： キックオフ会合用資料 
参考資料 2： ステークホルダーワークショップ・プログラム 
参考資料 3： ステークホルダーワークショップ・参加者リスト 
参考資料 4： ステークホルダーワークショップ・発表資料 
参考資料 5： ダバオ市温室効果ガスインベントリ―（GHGI）レポート 
参考資料 6： ステークホルダー会合で集約された緩和策リスト 
参考資料 7： LED 技術仕様内容 
参考資料 8： ダバオライト社による LED（日本側提案製品）評価表 
参考資料 9： ダバオ市における JCM 設備補助事業（LED 化事業）に関する発表資料 
参考資料 10：JCM 応募相談・参画促進に関するヒアリングシート 
参考資料 11：廃棄物管理分野における日比協力枠組みについて（2019 年 8 月 2 日） 
参考資料 12：環境天然資源省（DENR）廃棄物発電事業の実施に関する省令

（DAONo.2019-21） 
参考資料 13：来日中止に係るダバオ市側からの公式レター 
参考資料 14：都市間連携セミナーにおける北九州市・ダバオ市連携事業発表資料

（2020.1.16） 
 

 









2020.01.29 version 

   

14:30 - 15:30 INPUT 5: A review and analysis of Davao 
City’s situation and assessment: 
4.1 Climate Change Vulnerability and Risk As-
sessment 
  
4.2 GHG Inventory results and Review of Cur-
rent Mitigation Actions 

Dr. Gernelyn T. Logrosa, Malayan 
Colleges Mindanao 
 
 
 
Dr. Doris Montecastro, Ateneo de 
Davao University 

 OPEN FORUM  

16:00-16:30 Synthesis 
- key actions 
- Commitments 

 

 
 
 
 
 
Day 2 - January 31, 2020 
Mapping of Strategic Options and Priorities 
 
AGENDA   

9:00 - 9:30 Recap  

9:30 -10:30 Step 1: Review of Development Goals; Setting Objectives 
and Strategies for Climate Change Actions  

Workshop and Plenary 

10:30 - 12:00 Step 2: Options Identification Workshop and Plenary 

13:00 -14:00 Step 3: Options Assessment  

 Coffee Break  

14:30 - 16:00 Implementation: Putting it together and Presentation per 
sector 

Plenary 

16:00 - 16:30 OPEN  FORUM  

16:30 - 16:45 Synthesis: Key Actions and Commitment  

 Closing    
 
 

参考資料 2： ステークホルダーワークショップ・プログラム Reference 2： Programme of the stakeholder workshop
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Five (5) Main Natural Hazards in Davao City 

Flood

Landslide

Storm Surge Liquefaction Active Fault Line
Data Source: OCPDC; 
Photo from Edge Davao; 
Newsline 

8

Five (5) Main Natural 
Hazards in Davao City: 
Susceptibility Maps 

Data Source: OCPDC

Flood

Landslide Storm Surge Liquefaction

9

Vulnerability and Risk Assessment

Data Source: OCPDC

10

Five (5) Main Natural 
Hazards in Davao City: 
Population Vulnerability Index

Data Source: OCPDC

Flood

Landslide Storm Surge Liquefaction

11

Main Natural Hazards in Davao City: 
Natural Resource Based Production Areas

Data Source: OCPDC

FloodLandslide Storm Surge

12

Natural Resource 
Based Production 
Areas: 
Vulnerability to Risk 

Data Source: OCPDC

Flood

Landslide

参考資料4： ステークホルダーワークショップ・発表資料 Reference 4： Presentation materials for the stakeholder workshop
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Urban Use
Vulnerability to Risk 

Data Source: OCPDC

Flood

Landslide
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Emerging research has identified methodological 
approaches to identify, characterize and analyze the 
interactions between sustainable development and 
climate change responses. Several authors have 
suggested that sustainable development can be 
addressed as a framework for jointly assessing social, 
human, environmental and economic dimensions 
(IPCC, 2007).

The most promising policy approaches, 
therefore, seem to be those that capitalize on 
natural synergies between climate protection 
and development priorities to advance both 
simultaneously (IPCC, 2007).

CLIMATE CHANGE AND SUSTAINABILITY DEVELOPMENT

15

RISK-BASED APPROACH TO CLIMATE CHANGE ADAPTATION

Figure 2: The risk management process
(AS/NZS ISO 31000:2009)

• uses empirical evidence to develop a 
holistic framework that informs decision 
makers of the risks to be managed

• over time involves an iterative process that 
includes mitigation and adaptation

Emerging research has identified 
methodological approaches to identify, 
characterize and analyze the interactions 
between sustainable development and 
climate change responses. Several authors 
have suggested that sustainable development 
can be addressed as a framework for jointly 
assessing social, human, environmental and 
economic dimensions (IPCC, 2007).

16

The most promising policy approaches, 
therefore, seem to be those that capitalize on 
natural synergies between climate protection 
and development priorities to advance both 
simultaneously (IPCC, 2007).

The The The The The The The TheTheTheTheTheeThThThThT mostmostmostmostmostmostmostmostmostmosmosmosssosssososossssooooooooomm proproproproproproooproroprorppp misimisisimisimisimisimisimisimisimisimisimismismismisismismiim ng png png png png png png pg png pg png ng ngng ggn olicolicolicolicolicolicolicolicicolicolicolicolicicolicolillloo y appy apappapy apy appy apy apppapy apy apy appappapy appy apy py yyy proaproaproaproaproaproaproaproaproaproapropropproroprooproproproproorooprrrrprprrrprrprprpppppppppppppppppppp chescheschescheschescheschescheshessschescheschehccc ,  ,,,,,,,
thereforrrorrororrroooooooo e, seem to be those that capitalize on

ttttnatuttttttttt ral llllllllllll syne iiiirgieiiiiiiiiii bbbs bebbbbbbbbbbb ttttweettttttttt lllln clllllii ti timatimatti tti tti ti aamamamamamamamamaimamamamamaaamamamamamaimmmmmii e pr ttttotectttttttttttt tititititiontiitititititiiiit  
and development prioritiitiitititiiiiiiiiitiiiiiiitttttttt es ttes tes tts tes tes tttes tes tes ts tts tes tes ts tttes tes tes tes tes ttes ttes tttes tes tttseseseseseses sesssessessseseeeeeeeee o ado addo ado adddado adddddddaddddo addddaddddadddo adao aaaooooo vancvancanccvancvancncvanccvananananananvanvannvananvannvanvanvannnnnnvanvannnvannnavavaaavaavaaavaavavavvvvvvvv e both
simumm lltaneouslly (IPCCIII , 2020202020200202020000202000202020202020202000200200200022222222222 07).07).07).07).07).07).07).07).07).07).07).07).07))))07))07))07))))7)))07))7)777707707770707770700000000000000

Figure 3: 
Integrated risk perceptions 

assessment model for 
technology adoption in 

small-scale mining 
communities 

(Logrosa, 2018)

• Integrated analysis
• Involves multi-

stakeholder; 
• Both perceived and 

actual risks and barriers

• Stimulate technological 
advances, reduce costs, 
and enable progress 
toward stabilization

RISK-BASED APPROACH TO CLIMATE CHANGE ADAPTATION

17

1. Integrated risk model

3. Inclusive multi-stakeholder approach

RECOMMENDATIONS

2. Iterative management to inform 
decision-making

Best Practices
Source: metrocouncil.org

3 I’s

18

Thank You.

参考資料4： ステークホルダーワークショップ・発表資料 Reference 4： Presentation materials for the stakeholder workshop



GHG Inventory 
of Davao City

Dr. Doris B. Montecastro
Ateneo de Davao University

30 January 2020, Malayan Colleges of Mindanao

Climate Change Projections 
in Mindanao
MANILA OBSERVATORY W/ OSCAR M. LOPEZ (OML) FOUNDATION 
(DAVAO), CHRISTIAN AID (ZAMBOANGA), AND USAID PROJECTS
(CDO)

Summary 

CITY YEAR TEMP. (°C) PRECIP. (%)
Davao City 2025

2050
1.4 
2.1

~3%
+5% to -3%

Davao Oriental 2025
2050

1.3 
1.9

~1 to 7%
+1% to -1.8%

CDO 2025
2050

0.9 
1.5

1% to 4%
-2% to -5%

Zamboanga City 2025
2050

1.4
2.2

+0.2% to -0.6%
-0.2% to -0.6%

2025: wetter

2050: drier

drier

AT RISK TO 
DISASTERS …TERS …

参考資料4： ステークホルダーワークショップ・発表資料 Reference 4： Presentation materials for the stakeholder workshop



IN A GLOBALLY 
WARMER 
WORLD

OBALLY 
ER 

D

LOCAL CLIMATE CHANGE ACTION PLAN (LCCAP)

• R.A. 9729, SEC. 14 - “The LGUs shall be the frontline agencies in the formulation,
planning and implementation of climate change action plans in their respective
areas...”

Adaptation Mitigation

“..policy or action, measures or strategies to 
reduce or avoid GHG emissions or to increase 
GHG absorption.”

“.. adjustments in natural or human 
systems to a new or changing 
environment.” 

Reference: DILG. (2014). LGU Guidebook on the Formulation of Local Climate Change Action Plan (LCCAP) Book 2 

GHG Inventory

• Estimates of all emissions and
removals of greenhouse gases
(GHG) from given sources or
sinks from a defined region in a
specific period of time (IPCC,
2015).

• Help identify the major source of
air pollution so that mitigation
measures can be made

Develop 
GHG 

Inventory
Reach Out 

& 
Communicate

Track & 
Report

Take 
Action

Obtain 
Resources

Set Goals 
& Select 
Actions

Local Climate 
Action 

Framework

Reference:  US EPA. (2016). Climate and Energy Resources for State, Local and Tribal Governments

Compilation of 
Activity Data and 
Emissions Factors

Calculations of 
Emissions

METHODOLOGY

Original Excel File

Area Sources
Commercial Cooking

Generator Sets
Landfill

Residential Cooking
Residential Lighting
Agricultural Lands

EMISSION SOURCES

Mobile Sources
Jeepney

Motorcycle
Tricycle

Taxi
Utility Vehicles (UV)

Sports Utility Vehicles (SUV)
Car

Light Duty Vehicles (LDV)
Truck
Trailer

Industrial Sources
coal

bunker
Low Sulphur fuel oil

wood
power plant

cement

参考資料4： ステークホルダーワークショップ・発表資料 Reference 4： Presentation materials for the stakeholder workshop
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IMPLICATIONS

Mitigation measures 
need to address 
sources

Updating of GHG 
Inventory?

Short-lived Climate 
Pollutants (SLCPs) –
O3, PM, CFCs, HFCs

SDGs (Sustainable 
Development Goals)

SUMMARY OF ACTIVITY DATA (2016)

Area Sources Value Unit
From Landfill, Commercial & 

Residential Cooking 214,056 metric tons/year

Generator Sets (diesel) 17,724,574 liters/year
Agricultural Lands (CLUP) 91,082 hectares

Forest Cover (CLUP) 134,380 hectares

Industrial Sources Value Unit
Coal & Wood 1,117,011 metric tons/year

LSFO & Bunker 17,247,459 liters/year

Mobile Sources Value Unit
Vehicle Kilometers Travelled 

(VKT) 2,859,368,067 kilometers

Total Idling Time 57,762,702 hours

GHG Emissions

Area
91.3%

Point
7.3%

Mobile
1.4%

Area
74.5%

Point
24.4%

Mobile
1.1%

Area
99.89%

Point
0.05%

Mobile
0.07%

CO2
25,829,211  metric tonnes

N2O
709 metric tonnes

CH4
125,071 metric tonnes

参考資料4： ステークホルダーワークショップ・発表資料 Reference 4： Presentation materials for the stakeholder workshop





































































































































































































































































  

令和元年度 

低炭素社会実現のための都市間連携事業委託業務  

（ダバオ市における気候変動行動計画策定支援等による低炭素社会推進事業） 

報告書 

令和２年２月 

公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）北九州アーバンセンター 
Kitakyushu Urban Centre, Institute for Global Environmental Strategies (IGES) 

〒805-0062 北九州市八幡東区平野１丁目1番1号 国際村交流センター3F 
International Village Centre 3F, 1-1-1 Hirano, Yahata-higashi-ku, Kitakyushu City, 805-0062 
Tel：093-681-1563 Fax：093-681-1564 

リサイクル適正の表示：印刷用の紙にリサイクルできます 

この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断の基準にしたがい、印刷用の紙へのリサイクルに適した〔A ラ

ンク〕のみを用いて作製しています。 
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